
上）和装本の『荘内天保義民物語』
下）駕籠訴をする農民

「
天
保
義
民
」事
件
に
見
る
酒
井
藩
と
領
民
の
絆

　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」の
製
造・販
売
を
企

画
、す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。「
全

国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会
議
」

理
事

　
ふ
と
し
た
こ
と
で
、『
荘
内
天
保
義

民
物
語
』
と
い
う
和
装
本
を
我
が
家
の

書
棚
の
奥
か
ら
見
つ
け
た
。
昭
和
46
年

６
月
１
日
の
発
行
で
、
読
書
好
き
の

方
は
お
気
づ
き
で
あ
ろ
う
が
、
藤
原
周

平
の
時
代
小
説
『
義
民
が
駆
け
る
』
の

内
容
で
あ
る
。
周
平
の
小
説
は
、
昭
和

51
～
52
年
（
１
９
７
６
～
７
７
年
）
に

中
央
公
論
の
『
歴
史
と
人
物
』
に
連
載

さ
れ
た
と
い
う
の
で
、
写
真
の
『
義
民

物
語
』
の
方
が
５
年
ほ
ど
早
い
。
編
者 

大
井
五
郎
、
印
刷
所 

富
士
印
刷
、
発

行
所 

阿
部
久
書
店
と
あ
る
。
と
も
に

物
語
の
地
、
鶴
岡
市
の
面
々
で
あ
る
。

国
替
え
取
り
消
し
を
求
め
、領

民
が
何
度
も
江
戸
表
に
直
訴

　
さ
て
、『
荘
内
天
保
義
民
物
語
』
は
、

「
天
保
11
年
11
月
７
日
、
江
戸
か
ら
早

馬
が
鶴
岡
に
到
着
し
た
」
と
始
ま
る
。

ま
さ
に
今
の
時
節
の
出
来
事
で
あ
る
。

こ
の
報
せ
は
「
今
度
、
酒
井
左
エ
門
尉

を
越
後
長
岡
へ
転
封
す
る
。」と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。酒
井
、榊
原
、井
伊
、本
多

の
徳
川
四
天
王
の
酒
井
家
が
庄
内
治
世

２
０
０
年
、
な
に
ゆ
え
に
長
岡
へ
転
封

を
命
ぜ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
酒
井
藩
主
は
忠
器（
た
だ
た
か
）公

で
、
酒
井
藩（
13
万
石
余
）が
長
岡
へ
転

封
す
る
と
、
庄
内
へ
は
武
蔵
国
川
越
藩

主
松
平
大
和
守（
15
万
石
）が
来
て
、
川

越
に
は
長
岡
の
牧
野
備
前
守
（
７
万
４

千
石
）が
移
る
こ
と
に
な
る
。三
者
た
ら

い
回
し
の
転
封
で
あ
る
が
、
表
高
で
は

酒
井
藩
だ
け
が
半
分
に
減
封
さ
れ
る
。

す
る
と
、
家
臣
の
数
も
半
分
に
な
る
。

武
士
だ
け
で
は
な
く
領
民
も
困
る
こ
と

に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
代
々
の
酒
井
の

殿
様
は
、
不
作
の
時
に
は
備
蓄
籾
を
窮

民
の
救
済
に
宛
て
て
く
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
善
意
の
関
わ
り
は
資
本
家
に
も

受
け
継
が
れ
、
酒
田
の
本
間
家
ば
か
り

で
な
く
鶴
岡
の
富
豪
な
家
々
も
地
元
民

を
救
済
す
る
な
ど
の
人
間
関
係
が
つ
く

ら
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
、
農
民
た
ち

が
秘
密
裏
に
寄
合
を
し
、
江
戸
に
上
っ

て
転
封
を
取
り
止
め
て
も
ら
う
よ
う
に

直
訴
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
11
月
23

籠
訴
は
翌
年
正
月
20
日
に
、
別
に
出
掛

け
た
11
人
が
決
行
し
た
。
命
が
け
の
行

動
で
あ
り
、
井
伊
、水
野
、太
田
、脇
坂
、

中
山
の
五
家
に
分
か
れ
て
訴
え
た
。幸

い
罰
則
は
な
く
、「
明
日
、国
元
に
帰
る

よ
う
に
」と
下
さ
れ
た
。
ま
た
別
の
農

民
が
正
月
24
日
に
出
立
、
別
経
路
で
２

月
６
日
に
江
戸
に
着
き
、
２
月
９
日
に

駕
籠
訴
嘆
願
し
た
。
こ
の
時
は
、井
伊
、

水
野
、
堀
田
、
土
井
、
太
田
の
五
家
に

訴
え
た
。
こ
の
時
も
無
事
に
帰
国
が
許

さ
れ
２
月
26
日
に
庄
内
に
戻
っ
た
が
、

３
月
２
日
ま
で
謹
慎
さ
せ
ら
れ
た
。
さ

ら
に
、
２
月
16
日
に
８
名
の
農
民
が
江

い
う
。

　
あ
る
町
史
に
は
、「
天
保
義
民
と
も

い
わ
れ
る
こ
の
藩
主
転
封
阻
止
の
運
動

は
君
恩
を
慕
う
の
余
り
…
…
大
衆
行
動

の
過
程
に
於
て
、
時
に
は
藩
主
の
命

に
叛
く
辛
さ
で
あ
っ
た
。
…
…
将
来
功

に
誇
り
、
藩
主
の
命
に
叛
く
が
如
き

肝
煎
は
絶
対
誡
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

…
…
」
と
血
判
を
し
た
郷
民
も
あ
っ
た

と
残
さ
れ
て
い
る
。
藩
主
と
大
衆
と
の

関
係
は
、
明
治
維
新
ま
で
続
い
た
。
西

郷
隆
盛
の「
敬
天
愛
人
」を
広
め
る
切
っ

掛
け
に
な
っ
た
端
緒
も
こ
の
物
語
に
結

び
つ
く
。

　
ち
な
み
に
、『
荘
内
天
保
義
民
物
語
』

の
発
行
元
の
阿
部
久
書
店
は
、
明
治
20

年
、
初
代
久
四
郎
の
創
業
で
あ
る
が
、

現
在
は
５
代
目
等
（
ひ
と
し
）
の
経
営

で
あ
る
が
、
歴
史
書
の
刊
行
や
古
書
の

展
示
販
売
を
継
続
し
て
い
る
。
歴
史
書

は
、
地
元
力
と
も
な
る
し
現
在
の
生
き

様
に
も
通
じ
る
。

戸
に
向
か
っ
た
。
道
中
15
日
で
、
３
月

１
日
に
牛
込
の
寺
に
投
宿
。
江
戸
で
も

警
戒
が
始
ま
っ
た
の
で
、
16
日
に
６
家

に
駕
籠
訴
が
決
行
で
き
た
。
無
事
４
月

５
日
に
帰
郷
し
て
い
る
。

西
郷
の「
敬
天
愛
人
」が

広
ま
る
き
っ
か
け
に

か
ら
は
莫
大
な

金
品
が
永
城
奉

祝
と
し
て
献
上

さ
れ
た
。
殿
様

か
ら
は
米
千
俵

ず
つ
が
各
町
郷

に
下
賜
さ
れ

た
。
酒
屋
か
ら

は
樽
酒
が
寄
付

さ
れ
た
。
ま
た

役
人
に
取
り

押
さ
え
ら

れ
、
帰
国
さ

せ
ら
れ
た
。

　
最
初
の
駕

　
庄
内
の
人
々
の
君
恩
は
さ
ら
に
続

き
、「
雖
為
百
姓
不
仕
二
君
」（
百
姓
た
り

と
い
え
ど
も
二
君
に
仕
え
す
）
と
い
う

大
の
ぼ
り
を
立
て
、鐘・太
鼓・ほ
ら
貝

の
大
群
勢
で
行
進
し
た
里
郷
も
現
れ

た
。

　
つ
い
に
は
、
４
１
０
名
か
ら
な
る
大

群
の
嘆
願
計
画
も
出
来
た
。
複
数
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
江
戸
に
上
る
手
は

ず
と
な
り
、
一
部
の
グ
ル
ー
プ
は
出
発

し
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
江
戸
城
下
で

も
把
握
し
、
転
封
を
企
て
た
謀
っ
た
水

野
越
前
守
が
、
庄
内
出
身
の
佐
藤
藤
佐

こ
そ
が
駕
籠
訴
を
先
導
し
て
い
る
と
老

中
列
座
の
席
で
発
言
し
た
が
、
藤
佐
が

反
証
し
正
義
を
得
た
。
結
果
、
酒
井
侯

は
転
封
取
り
消
し
永
城
が
許
さ
れ
、
む

し
ろ
越
前
守
が
謹
慎
処
分
と
な
っ
た
。

転
封
中
止
と
な
り
、
酒
井
藩
と
領
民
の

関
係
は
、
さ
ら
に
絆
が
濃
く
な
っ
た
。

百
姓
か
ら
殿
様
に
御
祝
儀
と
し
て
大
き

な
お
そ
な
え
餅
が
運
ば
れ
、
篤
志
町
民

日
、
西
郷
地
区
の
12
名
が
江

戸
に
向
け
て
出
立
、
12
月
11

日
に
江
戸
に
到
着
し
た
。
15

日
に
江
戸
城
門
で
駕
籠
訴
し

よ
う
と
待
ち
構
え
て
い
た
ら

湯
殿
山
へ
参
詣
の
外
来
の
人
に
は
枇
杷

葉
湯
と
草
鞋
一
足
の
接
待
を
し
た
。
そ

の
数
が
３
千
人
近
く
に
ま
で
達
し
た
と


